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【 議 決 年 月 日 】 平成 26 年 11 月 25 日 
【 提 出 先 】 内 閣 総理 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 
【 件 名 】 政府 に よる 緊急 の 過剰 米 処 理 を 求め る 意見 書 


2014 年 産 米 は 宮崎 県 、 鹿 児島 県 、 高 知 県 な どの 超 早 場 米 の 消費 地 で の 取引 が 「 前 年 を 4, 000 
円 程度 下回る 12, 000 円 台 (1 依 60kg) 」 な ど と 取り 沙汰 され 、 全 国 的 な 価格 の 大 暴落 が 強く 
懸念 され ます 。 

この 間 、 米 の 生産 費 が 16, 356 円 (60 kg 当たり 全 算 入 2007~2011 年 平均 ) と いう 一 方 
で 、 米 価 下 落 が 続い て いま す 。 農 家 手 取り ベー ス で 4, 000 円 前 後 の 赤字 と いう 状態 が この 
数 年 の 傾向 で す 。 さら に 2014 年 産 米 か ら 経 営 所 得 安定 対策 が 半減 され 、 米価 変動 補てん 交 
付 金 も 事 実 上 廃止 と な り 、 稲 作 農家 の 経営 は 圧迫 され て いま す 。 

この も と で 米価 が さら に 暴落 する な ら 、 再 生産 が 根底 か ら 脅 か され る こと に な り ま す 。 
と り わ け 、 規 模 拡 大 を し て きた いわ ゆる 「 担 い 手 」 の 経営 へ の 打撃 は は か り し れ な いも の 
が あり ます 。 

そもそも 、 こ の 春 か ら 秋 に か け て の 米価 の 下落 は 、 政 府 の 姿勢 に よる も の が 大 きい と 考 
えら れ ま す 。2013 年 ・2014 年 の 基本 指針 を 決め た 昨年 11 月 の 「 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 政 策 審 
議会 食糧 部 会 」 で 、 今 年 6 月 末 の 在庫 が 2 年 前 に 比べ て 75 万 t も 増え る 見 通し を 認識 し な 
が ら 、 何 ら 対策 を 講じ て こ な か っ た 政府 の 責任 が 問わ れ て いま す 。 また 、「 攻 め の 農 政 改革 」 
で 5 年 後に 政府 が 需給 調整 か ら 撤 退 する 方 針 を 打ち 出し た こと も 追い 打ち を か け て いま 
す 。 

主食 の 米 の 需給 と 価格 の 安定 を 図る の は 政府 の 重要 な 役割 で す 。 過 剰 基調 が 明確 に な っ 
て いる 今 、 政 府 の 責任 で 需給 の 調整 を 行う の は 当然 で あり 、 緊 急 に 対策 を 実施 する こと が 
求め られ て いま す 。 こ うし た 緊急 対策 も 含め て 政府 が 「 米 の 秋 給 と 価格 の 安定 に 責任 を 持 
つ 」 姿 勢 を 明確 に する こと が いま 、 最 も 求め られ て いま す 。 

以上 の 趣旨 か ら 下 記 の 事項 に つい て 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 し ま 
す 。 

記 
1 備蓄 米 買 い 入れ を は じ め 、 政 府 の 責任 で 緊急 に 過剰 米 処 理 を 行う こと 。 
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【 議 決 年 月 日 】 平成 26 年 12 月 5 日 

【 提 出 先 】 参 議院 議長 、 内 閣 総理 大 臣 、 厚 生 労 働 大 臣 、 財 務 大 臣 、 総 務 大 臣 

【 件 名 】 都 道府県 単独 医療 費 助成 制度 に お ける 現物 給付 導入 に か か る 交付 金 削減 の 
撤廃 を 求め る 意見 書 


医療 費 助成 制度 の 給付 方 法 は 「 償 還 払 い 」 と 「 現 物 給付 」 の 2 つの 方 法 が あり 、 子 ども 
の 医療 費 助 成 で 現物 給付 を 導入 し て いる 自治 体 は 、 全 国 で 過半 数 を 超え て いま す 。 

し か し 、 現 物 給付 を 導入 すれ ば 、 ペ ナル ティ と し て 国 か ら の 交付 金 が 削減 され て し まい 
ます 。 

現物 給付 の メリ ッ ト は 、 自 己 負担 上 限 額 分 の 医療 費 を 準備 すれ ば 、 そ れ 以 上 の 支払 い が 
必要 な いこ と で す 。 こ の た め 、 安 心して 受診 で き 、 傷 病 の 早期 発見 ・ 早 期 治療 に つなげ る 
こと が で きま す 。 

な ぜ 、 国 は 、 住 民 の 健康 の た め に 患者 負担 を 軽減 し て いる 自治 体 に 対し て ペナ ル テ ィ を 
科す の で し ょ うか 。 そ も そ も 国 民 の 健康 を 守る こと は 、 憲 法 25 条 に も 規定 され て いる よう 
に 国 の 責務 で は な いで し ょ うか 。 

この こと か ら 、 次 の 項目 に つい て 早期 の 実現 を 求め ます 。 

記 
1 国 は 現物 給付 を 導入 し て いる 自治 体 に 対す る 交付 金 の 削減 を 中 止 する こと 。 


以上 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 し ます 。 
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【 議 決 年 月 日 】 平成 26 年 12 月 5 日 
【 提 出 先 】 岩手 県 知事 
【 件 名 】 岩手 県 の 医療 費 助成 制度 に つい て 現物 給付 の 導入 を 求め る 意見 書 


医療 費 助成 制度 の 給付 方 法 は 「 償 恒 払 い 」 と 「 現 物 給付 」 の 2 つの 方 法 が あり 、 子 ども 
の 医療 費 助成 で 現物 給付 を 導入 し て いる 自治 体 は 、 全 国 で 過半 数 を 超え 、 東 北 で は 本 県 以 
外 の 全て の 県 で 導入 され て いま す 。 

現物 給付 の メリ ッ ト は 、 自 己 負担 上 限 額 分 の 医療 費 を 準備 すれ ば 、 そ れ 以 上 の 支払 い が 
必要 な いこ と で す 。 こ の た め 、 安 心して 受診 で き 、 傷 病 の 早期 発見 ・ 早 期 治療 に つなげ る 
こと が で きま す 。 

また 、 償 違 を 受け る た め に 必要 な 医療 費 助 成 給付 申 請 手 続き や 償 居 払い に 係る 事務 作業 
及び 振込 手数 料 が 不要 に な り ま す 。 

この こと か ら 、 次 の 項目 に つい て 早期 の 実現 を 求め ます 。 

記 
1 県 は 医療 費 助成 制度 に つい て 現物 給付 を 導入 する こと 。 


以上 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 し ます 。 
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【 議 決 年 月 日 】 平成 26 年 12 月 5 日 
【 提 出 先 】 参 議院 議長 、 内 閣 総理 大 臣 、 財 務 大 臣 、 農 林 水 産 大 臣 
【 件 名 】 米価 安定 対策 等 に 関す る 意見 書 


26 年 産 米 の 価格 下落 と 米 の 直接 支払 交付 金 の 減額 は 、 農 地 の 集積 を すす め て きた 大 規模 
な 担い 手 ほ ど 被 る 影響 は 大 きく 、 こ うし た 深刻 な 状況 は 、 本 県 農業 ・ 稲 作 農家 の 経営 に 甚 
大 な 影響 を 及ぼ す だ け で な く 、「 新 た な 農業 ・ 農 村 政 策 」 の 取り 組み に も 影響 を 及ぼ す も の 
と 考え られ ます 。 

こう し た 状況 に お いて も 、 政 府 は 、 需 給 調 整 の た め の 出 口 対策 は 行わ ず 、 収 入 減少 影響 
緩和 対策 (ナラ シ 対策 ) お よび ナラ シ 移 行 の た め の 円 消化 対策 (26 年 産 限 り ) の み で 対応 
する 方 針 を 示し て いま す が 、 来 年 以降 も 稲作 を 継続 し て いく た め に は 、 緊 急 対策 を 実施 す 
る と と も に 、 万 全 な セー フ テ ィ ネッ ト 対 策 を 構築 し て いく 必要 が あり ます 。 

よっ て 、 国 に お いて は 、 将 来 に わた っ て 安定 的 な 稲作 経営 を 展望 で きる よう 、 早 急 に 次 
の 措置 を 講じ る よう 強く 要望 し ます 。 


1 担い 手 が 再 生産 可能 な 所 得 を 確保 で きる よう 、 米 価 変 動 に 対応 し 得る セー フ テ ィ ネッ 
ト を 早期 に 構築 する こと 。 また 、 万 全 な セー フ テ ィ ネッ ト 対 策 が 確立 され る まで の 間 は 、 
再生 産 可能 な 水準 で 米価 を 安定 させ る た め 、 政 府 備蓄 米 制 度 の 柔軟 な 運用 や 仕組 み の 改 
療 な ど を 通じ た 適切 な 対応 を 行う こと 。 


2 意欲 ある 多様 な 担い 手 が ナ ラ シ 対 策 に 加入 で きる よう 、 認 定 農業 者 制度 の 弾力 的 な 運 
用 の 徹底 や 集落 営農 の 組織 化 を 進め る と と も に 、 と り わ け 県 や 市 町 村 が 定め る 所 得 目 標 
に つい て は 、 地 域 実 態 に 応じ た 柔軟 な 対応 を 行う よう 強力 に 指導 する こと 。 

また 、 今 後 の 米価 動向 等 を か まえ つつ 、 ナ ラ シ 対 策 に つい て 、 補 填 対象 や 補填 割合 の 
拡大 な ど 特 例 的 な 措置 を 講じ る こと 。 


3 27 年 産 の 生産 数 量 目標 に つい て は 、 入 口 対策 の み で 需給 調整 を は か る 現行 の 政策 の 枠 
組み を ふま え 、 例 年 発生 し て いる 過剰 作付 や 25 年 産 の 持 越 在庫 、 消 費 動向 等 を 勘案 し た 
適正 な 水準 に 設定 する こと 。 


以上 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 し ます 。 
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【 議 決 年 月 日 】 平成 26 年 11 月 25 日 
【 提 出 先 】 参議 院 議長 、 内 閣 総理 大 臣 、 財 務 大 臣 、 総 務 大 臣 
【 件 名 】 消費 税 109%6 増 税 の 中 止 を 求め る 意見 書 


本 年 4 月 より 消費 税率 が 89%% と な り 、 住 民生 活 と 景気 に 大 き な 影 響 を 与え て いま す 。 

内 閣府 が 9 月 に 発表 し た 国内 総 生産 (GDP) 改定 値 は 、 物 価 変動 を 除く 実質 で 前 期 比 
1.89% 減 、 年 率 換算 で 7.1% 減 と 、 消 費 の 低迷 に より 大 幅 に 悪化 し まし た 。 

し か し 、 た と え 「 ア ベ ノ ミ クス 」 に よっ て マク ロ 的 経済 指標 が 上 向い た と し て も 、 都 市 
部 の 好況 感 が す ぐに 地方 へ と 伝わる も の で あり ませ ん 。 そ の 上 東日本 大 震 災 津波 に よる 被 
災 地 は 復興 の 途上 で あり 、 い まだ に 多く の 被災 者 は 不 自由 な 暮らし を 余儀 な くさ れ て いま 
す 。 こ うい う 中 で 地域 経済 の 回 復 が 実感 され な い 状 況 で の 、 さ ら な る 消費 税 増税 は 、 い っ 
そう 都市 部 と 地方 の 経済 格差 を 広げ る も の と な り 、 被 災 者 の 生活 再建 の 重い 足かせ に も な 
っ て し まい ます 。 

この よう に 、 現 在 の 状況 で の さら な る 消費 税 増税 は 、 い っ そう 深刻 な 消費 不況 を 招き 、 
住民 生活 や 地域 経済 に 計り 知れ な い 影 響 を 与え る こと は 必至 で あり ます 。 

よっ て 、 国 に お いて は 消費 税 10% へ の 引き 上 げ を 中 止 す る よう 強く 要請 し ます 。 


以上 、 地 方 自治 法 第 99 条 の 規定 に より 意見 書 を 提出 し ます 。 








